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へ
の
民
主
主
義
的
意
思
決
定
は
予
算
額
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
通
説
は
退
け
ら
れ
た
と
い
う
フ
ラ
イ
と
ポ
メ
レ
ー
ネ
に
よ
る
研
究
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 
１
６ 
文
化
芸
術
へ
の
公
的
支
援
の
効
率
性
や
補
助
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
諸
外
国
の
議
論
に
つ
い
て
は
１
９
８
０
年
代
以
降
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
藤
和
子
（1
9
9
8
）『
芸
術
文
化
の
公
共
政
策
』
勁
草
書
房
の
終
章
、
後
藤
和
子
（2
0
0
5
）
前
掲
書
の
第
二
章
に
詳
し
い
。
橋
下
知
事
の
考
え
方
も
、
財
政
難
を
背
景
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
政
府
の
失
敗
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。 
１
７ 
市
場
の
公
共
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
桂
木
隆
夫
（2
0
0
5
）『
公
共
哲
学
と
は
な
ん
だ
ろ
う–
民
主
主
義
と
市
場
の
新
し
い
見
方–
』
勁
草
書
房
、
森
村
進
（2
0
0
4
）「「
み
ん
な
の
も
の
」
は
誰
の
も
の
」『
公
共
性
の
哲
学
を
学
ぶ
ひ
と
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
。 
１
８ 
こ
う
し
た
動
機
に
つ
い
て
の
考
察
は
、F
re
y, B
.
（1
9
9
8
）『N
o
t ju
s
t fo
r th
e
 m
o
n
e
y
 : A
n
 
E
co
n
o
m
ic T
h
e
o
ry
 o
f P
e
rs
o
n
a
l M
o
tiv
a
tio
n
』
E
d
w
a
rd
 E
lg
a
r
を
参
照
。
創
造
性
と
公
的
支
援
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、F
re
y, B
.
（2
0
0
3
）『A
rts
 &
 
E
co
n
o
m
ics
 2
n
d e
d
.
』S
p
rin
g
e
r
の
第
九
章
を
参
照
。 
１
９ 
例
え
ば
、
現
代
美
術
の
存
立
に
つ
い
て
は
、
主
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
側
面
に
限
っ
て
も
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
、
国
際
展
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
コ
レ
ク
タ
ー
、
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
、
学
芸
員
、
批
評
家
）、
メ
デ
ィ
ア
が
有
機
的
結
び
つ
い
た
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
吉
井
仁
実
（2
0
0
8
）『
現
代
ア
ー
ト
バ
ブ
ル –
い
ま
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
–
』
光
文
社
新
書
及
び
小
山
登
美
夫
（2
0
0
8
）『
現
ア
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
』
ア
ス
キ
ー
新
書
を
参
照
）。 
